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詳細

記録添付

村河善信、鈴木直之、藤田由己、高根美保
①「２R実践メモ帳」配布
②リユース食器の貸出制度啓発
③楽器のリユース事業紹介：マラウイ共和国への支援
④ミニもったいない市

事業の様子
と成果

参加者：８９名　※内訳　大人　７７名、子ども　12名

①「２R実践メモ帳」配布：30名様　アンケートを実施。
アンケートは、聞き取りとしました。
リデュース、リユース実践活動を説明する中で、貸出リユース食器や楽器支援活動ついて説明を
行うことで事業の紹介が出来ました
＜意見・感想（一部抜粋）＞・未来に負担を残さないごみ減量を考えられます。
・ほとんどやっています。戦時中の生活があるから。
・実践します。
・リメイクに興味を持った。
・改めて、やることが大切です。
・家に帰ってよく見て、実践します。
・ごみ減量の方法にも、色々あることが分かりました。
・良いことです。もったいないの言葉がよい。
・家に帰ってお嫁さんに読ませます。かたづけるために、何でも捨ててしまうので。
・良く読んで、ごみを減らしたい。
③楽器支援：ソプラノリコーダー　1本
④ごみ減量：リユース率　約31％　※約2.37kg減量（リユース商品（7.57㎏）：エコバッグ、絵本、マグ
ネット）
※リサイクル活動：雑がみ啓発マグネット50個を配布しました。

改善

12月の朝市は、農水産物を販売するお店が多く買い物の市民にビニール袋を配布していました。
エコイベントを提案するNPOとして次回は、開催前に主催者に提案を行いエコバッグ持参をチラシ
に掲載するよう要望を出します。

「２R」啓発　イベント参加報告
整理番号：20161218

アクト通りふれあいデイ

実施内容

平成28年12月18日（日）　8：30～12：30

アクト通りロータリー南側


